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②タヒ縁、1痣b訪囃え
・ 旧太田家住宅

。国指定重要文化財

・ 寄棟造り茅葺き 二棟

。平面積  161.45琥
(約 48.8坪 )

・ 旧所在地 茨城県笠間市

片庭

・ 昭和42年 10月  太田守彦

氏より川崎市に寄贈

・ 昭和43年 4月  国重要文

化員オに1旨気己

・ 昭和43年 12月  解体工事

に着手

・ 昭和45年 3月  移築復原

完了

□南・ 北両系の特色がある

分棟型民家

この家は「笠間稲荷」で知 られている市の西

北方にありました。名主の家柄と伝えられてい

ますが詳 しくはわかりません。元禄の年号があ

る位碑が仏壇にありましたので, このころより

この地に住んでいたと思われます。

建物は主屋が17世紀後半,土間は18世紀中期

の建築とみられています (解体跡地発堀で土間

の前身建物は堀立て柱であることが,わかりま

した)。 このように主屋と土間が二棟になって

いる家を分棟型 。別棟造りと呼び,南方系の民

家であるといわれています。しか し, この家は

旧 大 田 家 住 宅

土間から曲り屋状に張り出した「うまや」があ

ることや,主屋「ひろま」の「いろり」のとこ

ろへ土足のままで行けるなど北方系の要素もあ

り,両系の特色を併せもつ貴重な民家で,分棟

型住宅の地域的な北限であるといわれています。

口み  ど こ ろ

・ 前記の南北両系の特色  0土 間の面積が同

じ分棟型の旧作田家に比べて広い (農・漁業の

違い)  ・ 「ざしき」横の竹格子窓

・ 二棟の間にかかる樋



《園の動き)
口 文化財ボランティア講座

<10/17・ 24・ 31, 11/14・ 21・ 28>

園内各古民家の特徴について講義 しました。

日 第 5回 民家園協議会開催<11/18>
(仮称)本館建設基本構想の最終的なまと

めをするための協議が,助言者を加えて行

われました。

国 民具づくり教室<12/6・ 13>

ダイコンジメ, ゴボウジメ,タ マカザ リ,

ワカザリなどのしめ縄の製作に延べ42名 の

参加者がありました。

日 親 と子の手づ くり教室<1/10>

小正月のマユダンゴづ くりに29名 の親子が参加

し,楽 しい雰囲気の中で昔の風習を体験 しました。

日 旧佐地家の門復原工事<12/11～ >
この門は,元名古屋市東区長塀町とい

う尾張藩城下町の遺構で,古 くは「石川

升右ヱ門」氏「と呼ばれた250石 取りの藩

士の家の門であった。 (『名古屋絵図』 ,

『稿本藩士名寄』による。)

旧 佐 地 家 の 問

道路拡幅のために取り壊すこととなり

昭和45年 に佐地悌道氏より寄贈された。

18世紀初めの建築と推定されている。

木造,桟瓦葺で間□19mの棟門,延長

約10.6mの塀,入母屋一重,92m× 53m
の供待 (お供が主人の帰りを門の脇で待

つ所)である。

(一般公開は 5月 頃の予定です。)
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る周までの行亭窯肉

圃 親と子の手づくり教室 (草 ダンゴ作り)<2/28(日 )>
〇申 込 2/21(日 )午前 9時 から電話で,先着順

○定 員 20組   〇教材費 300円

回 民具づくり教室 (紙すき)<3/13(日 )>
○申 込 2/28(日 )か ら往復ハガキで,先着順

○定 員 30名   〇教材費 1,000円

※紙すきについては,次頁をご覧 ください。

日

日

く 年 中 行 事 展 示 ト

節分<2月 中> イワシの頭と

ヒイラギなどを飾る。

八日僧 (ヨ ウカゾ)<2月 中>
ひな祭 り<3月 中> ひな人形

かさり

蚕影山祭 り<3月 中> 養蚕の

神様のお祭り

圃



我国に昔から伝えられている紙の抄造法 (手漉きによる製紙法)は , 7世紀の初頭中国より朝鮮を

経て輸入されました。その原料には,緒・三極・雁皮などの外皮の繊維が用いられており,昔から様

々な種類の紙に加工されてきました。これまでも幾人かの人々が大量生産をめざしてその抄造工程を機械化

したこともありましたが,結局手漉きによる紙以上のものができず,昔ながらのやり方に戻らなければなら

なかったと言われています。おそらく千数百年前の先人が,最上の抄造法を極めてしまったということでしょう。

手漉き和紙を作る工程は,概略以上のようなものです。①椿などを10月

中旬から冬至のころまでに伐採 し, これを釜で蒸 し,皮を剥ぎ天日で千す

と黒皮になる。②黒皮を流水に浸 し,小刀で粗皮を除き白皮にする。③白

皮を灰汁等で煮てあく抜きをし,その後棒で叩いて
鶴懲脅ほぐすO④それ

を箱船 (漉 き船)に入れ,水を加え撹伴 した後,黄蜀葵の粘液を投入する。

○そうやってできた緒液を貴で漉き,水を切 り,一枚ずつ刷毛で板に張り

つけ天日で千す。

以上のように,紙漉きは俗に「四十八手」といわれるように多 くの手数

がかかります。それゆえ,出来上がった和紙は美 しく丈夫なものとなるの

です。日本民家園では,今年も3月 13日 (日 )に⑤の工程を中心とした紙

漉きを行います。お申し込みは, 2月 28日 (日 )か ら往復ハガキで先着順

にお受けいたしま

す。なお教材費が

千円かかります。

どうぞ奮って御参

加下さい。お待ち

しております。

民具製作技術保存会行事案内

ロワラジ・ ハケゴ製作実演 2/14(日 )

日六ツロ編 (麻の葉編)・ 機織り実演 2/21(日 )

日ゾウリ・ハケゴ製作実演 3/13(日 )

圃菊底ザル製作実演 3/20(日 )

日会員作品展示会 3/20(日 )～ 4/10(日 )

※詳 しくは民家園事務所まで,お問い合わせ下さい。

嗣

皮を叩 く

「

昨年度の「紙漉 き」風景

紙を千す



メ
れ

人園者から寄せられたご感想 。ご要望の中からいくつかを紹介 し,園からのコメントを添えさせて

いただきます。

勒徊渤同》感 想 勒脚勒徽饉

◇ イスラエルからのお客を案内し,大変よろこばれ私の心 もさわやかです。日本の音を偲ばせる古

民家を,あ まり近代化 しないで下さい。今後のご発展を祈ります。 (東京都在住 54歳 )

◇ 多 くの民家を集めてあり,子ども時代を想いだし感激 しました。 (横浜市在住 76歳 )

◇ 水車小屋とか昔の家がとても古 くて印象深かった。カマ ドや台所 も古 く,テ レビで見たこともあ

るが,実際に観てとても勉強になりました。またきたいです。 (横浜市小学生 9歳 )

◇ 私は民家園によく遊びにきます。社会科の勉強に役立ちました。 (川 崎市小学生 11歳 )

晰徽躙胴脚要 望 黎脚勒勒勒

◆ 出口付近に水飲み場を設置してください。 (東京都在住 30歳 )

◆ ベンチを増やしてほしいです。 (川崎市在住 45歳 )

◆ 車椅子では不便な所が多いです。 (町 田市在住 養護学校生)

◆ 虫いぶしは,お客の少ない時にできないでしょうか。 (横浜市在住 59歳 )

端Ⅷ 珊 隕 徽
園 か ら の コ メ ン ト

黎 黎 徽 勒 辟

◇ 水飲み場は,現在 2ケ所あります。今後の増設は場所も含め考えてまいります。

◇ ベンチのことは,前にもご要望があり,検討してまいりました。本年度,自川郷 旧山下家の前

にあります休憩所のベンチを新 しくいたしました。なお,いままでありましたベンチは,園内に移

動させ,ベ ンチの数を増しましたので,ど うぞ, ご利用ください。

◇ 民家園は,多摩丘陵の自然を生かした古民家の野外博物館です。山ひだの中に古民家を点在させ

ておりますので,車椅子では, ごく一部しか見られないと思います。今後研究してまいります。

◇ くん煙作業は,古民家を保存していく上で大切な仕事です。なるべくご迷惑にならぬよう心がけ

てまいります。 ご投函ありがとうございました。

手作り宝船 (わ ら細工)の

幸運者″

毎年恒例になっている「宝船の贈呈Jは新年の第 1日 曜

日に,入園された方の中から, 1名 にプレゼントされる

ものです。突然の「おめでとう」にビックリ,縁起のよ

い宝船を手に大喜びの方は,横浜市在住の平戸 克成さ

ん (74歳 )で した。

く談> 写真が大好きでもう5回 も民家園を訪れました。

今年は私にとって大変ラッキーな年です〃とエビス顔
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